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　第 13 回松陰杯争奪高等学校空手道大会の開催にあたり、ご挨拶させて頂きます。

本年度も大会の準備・運営のあたっては各界・各位の皆さまから多大なご協力とご

支援を賜り、こうして盛大に開催を迎えることができました。各高校の先生方、そ

して国士舘大学空手道部の学生諸君、ＯＢ・ＯＧ各位に対して、心より感謝の意を

申し上げる次第です。

　毎年この寒い時期に開催される本大会ですが、寒中に汲んだ水は腐らないといわれ

るが如く、寒には何か特別な力があるように信じられています。論語の一節にも歳

寒松柏（さいかんしょうはく）という言葉があります。寒い冬の季節になり多くの木々

が枯れていっても、松や柏は緑の葉を青々と保っていることから、順調に事が進ん

でいる時はわからないが、艱苦に遭遇したときに初めてその人の本当の真価や節操

が現れるという意味です。まさしくこれは幕末の動乱期の中、アメリカ渡航失敗や

長い投獄生活という逆境にあっても、常に襟を正し凛とした姿勢を崩さなかった松

陰先生の生き方そのものでありましょう。皇国日本のために自分に何が出来るのか

を、全身全霊を込めて考え、松下村塾生たちに説いた教えは、江戸時代から１５０

年以上の歳月を経た平成の時代にも共通するものです。むしろ、その現状打破的・

革命的な行動力には斬新な驚きと感動を抱くほどです。ここに集まった選手諸君も、

この松陰先生の志業を継承し実践すべく、一人ひとりが日本の将来を担っていくと

いう気概をもって頂きたく存じます。

　本日の大会は日頃の稽古の成果を充分に披露する場であります。しかし、ただ磨

いた技を競うだけではなく、空手道を通じた人間形成の場となることを心より切望

し、大会のご挨拶と致します。

松陰杯開催のご挨拶

堺　　亜琉
国士舘大学空手道部 OB 会　会長
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　第 13 回松陰杯（国士舘ＯＢ杯）争奪高等学校空手道選手権大会が、開催されます
ことを心からお祝い申し上げます。
　また今日まで本大会の運営並びに発展に努められてこられました関係者の皆さま
に、衷心より感謝申し上げます。
　さて、国士舘大学は、日本の伝統精神の重視を掲げ、大正６年に設立されました。
伝統精神の高揚のため特に重視したのが武道教育であります。武道はどんな状況下
に陥っても志を変える事のない人間、いかなる誘惑の前にも平常心を失わない人格、
すなわち「肚（ハラ）」のできた人物の養成のために武道教育を重視しました。
　本学の教育目標は「国士」の養成であり、教育理念は四徳目「誠意・勤労・見識・気魄」
を兼ね備えること。四徳目を体得するためには、日常生活において「読書・体験・反省」
を実践し「思索」することが大切であると諭しております。
　この大会で、空手道に励む皆さまにとって

「誠意」とは、嘘偽りのない気持ちで臨むこと。
「勤労」とは、全身全霊を尽くして闘い抜くこと。
「見識」とは、戦い終われば相手を敬うこと。
「気魄」とは、旺盛な気力を出し切ること。
　と理解して下さい。
　試合は日頃の成果を遺憾なく発揮する試し合いの場です。勝敗の優劣より、試合
までの過程を試すことであります。試合には勝者と敗者がいますが、勝って騒いだ
り、負けていつまでもくよくよしたりすることなく、静かな心でそのことを受け止め、
勝った者も負けた者も相手を敬う気持ちが武道たる空手道精神であると信じていま
す。
　日本の伝統文化である空手道を志し、日夜厳しい修練をしている皆さんは、本大
会において、日頃の稽古で培った精神と技をもって、堂々の立ち会いをされること
を期待し、この大会が、すべての参加者にとって心に残る充実した大会になること
を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。
皆さまのご健闘を期待いたしますと共に、本大会のご盛会を祈念致します。

松陰杯開催のご挨拶

朝倉　正昭

国士舘大学　学長
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　松陰杯（国士舘 OB 杯）争奪高等学校空手道大会を全国各地から多数の高校生並び

に指導者をお迎し、第 13 回目を開催する事ができました。本大会の発展にご尽力戴

いております関係者諸氏に衷心より感謝申し上げます。

　選手の皆様には、日頃の稽古の成果を十二分に発揮して戴くと共に多くの空手道

を愛する友人を作る機会に、また、指導者の皆様には空手道の指導研修の機会の一

つとして交流して戴けましたら幸いに思います。

　平成 23 年 4 月より我が国初の「空手道コース」が国士舘大学体育学部武道学科

に新設されることになりました。

　このコースでは、我が国で生まれ世界各国に拡がっている空手道に関して、より

専門的なカリキュラムを構成により、専門的知識を有する空手道の競技者と指導者

を養成する事を目的としております。空手道研究の拠点は「国士舘大学である」を

目指して精進していく所存でございます。

　なお、本コースの紹介は月刊空手道に掲載されましたのでご一読戴けたら幸いで

す。本コースの発展に向けて、本大会にご参加戴いている多くの高校生選手並びに

指導者の皆様からのご意見、ご支援並びにご協力を切にお願い申し上げます。

　本大会が皆様にとって大変有意義かつ楽しい想い出の大会なります様に願ってお

ります。

　最後になりましたが大会を後援して戴いている卒業生の皆様、企画・運営に関わっ

ている空手道部の監督、コーチ、部員の皆様に感謝申し上げます。

松陰杯 開催にあたって

角田　直也

国士舘大学空手道部　部長
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松陰杯（学校法人国士舘 理事長 寄贈）

男子団体組手優勝

－ 4 －

女子団体組手優勝

前年度優勝校

女子団体組手優勝　御殿場西高校男子団体組手優勝　世田谷学園高校

松陰杯の道は、全国へと続く



大会会長　　　　　堺　亜琉　国士舘大学空手道部ОＢ会長

大会副会長　　　　角田直也　国士舘大学空手道部部長

　　　　　　　　　山本英雄　国士舘大学空手道部師範

　　　　　　　　　尾崎教弘　国士舘大学空手道部後援会会長

　　　　　　　　　西木　勇　国士舘大学空手道部父母会会長

大会委員長　　　　大木陽悦　国士舘大学空手道部監督

大会副委員長　　　伊井克己　国士舘大学空手道部コーチ

　　　　　　　　　　　横道正明　国士舘大学空手道部コーチ

　　　　　　　　　川口雄大　国士舘大学空手道部コーチ

　　　　　　　　　　　亀山　歩　国士舘大学空手道部コーチ

大会委員　　　　　長谷川主一・小池　勝・西木　健・町田直和・
　　　　　　　　　亀山まどか・細貝武司・益子さとみ・吉澤良一・
　　　　　　　　　国士舘大学空手道部部員

競技役員・係員
競技委員長　　　　野口　章（古河第一高校）
競技副委員長　　　和地淳悦（石巻市立女子高校）

審判長　　　　　　宮本康弘（岩井高校）
副審判長　　　　　細矢真人（御殿場西高校）

審判員　　　　　　参加校顧問（8 頁に掲載）
本部係員　　　　　阿部元起・須田芳宏
記録・表彰　　　　土生木雄大・川崎紘輝・廣瀬由貴・城田武蔵・
　　　　　　　　　宮部　良・米山英弥
進行　　　　　　　谷戸直子
受付　　　　　　　菅野由佳・黒田千景
接待　　　　　　　石川瑛理・田中理紗
大会ドクター　　　中山貴士

大会役員
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大会スケジュール
８：00　選手受付開始

８：30　審判会議

９：00　開会式

　　　　挨拶　堺亜琉（国士舘大学空手道部ＯＢ会会長）
　　　　挨拶　朝倉正昭（国士舘大学　学長）
　　　　
　　　　審判長注意　宮本康弘（岩井高校）
　　　　選手宣誓　（前年度優勝校　男女）

９：30     男子個人戦　１回戦～準々決勝（Ｃ・Ｄ・E・F コート）
　　　　 女子個人戦　１回戦～準々決勝（Ａ・Ｂコート）
12：00　男子個人戦　準決勝（Ｃ・E コート）
　　　　 女子個人戦　準決勝（Ａ・Ｂコート）

12：15　個人戦　男子・女子　決勝（A コート）

13：00　男子団体戦　予選リーグ（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄコート）
　　　　 女子団体戦　予選リーグ（E・F コート）
　　　　
15：00　男子団体戦　決勝トーナメント　準決勝まで（C・D コート）
　　　　 女子団体戦　決勝トーナメント　準決勝まで（E・F コート）

16：00　女子・男子　決勝トーナメント　決勝戦（A コート）

16：30　閉会式
　　　　 表彰
　　　　 挨拶

－ 6 －

  

大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



○競技進行の都合上、コートを変更する場合がございます。アナウンスに注意して下さい。

○定刻になり次第、進行中の競技が終了してからコート毎に昼休みを取ってください。

コート進行スケジュール

Aコート Bコート Cコート Dコート Eコート Fコート

女子個人組手 女子個人組手 男子個人組手 男子個人組手 男子個人組手 男子個人組手

A1-A22 B1-B22 C1-C16 D1-D15 E1-E15 F1-F15

女子個人組手 女子個人組手 男子個人組手 男子個人組手

準決勝戦 準決勝戦 準決勝戦 準決勝戦

A23 B23 C17 E16

男女個人組手

決勝戦

A24,A25

男子団体組手 男子団体組手 男子団体組手 男子団体組手 女子団体組手 女子団体組手

第1ブロック 第3ブロック

第2ブロック 第4ブロック

第5ブロック 第7ブロック

第6ブロック 第8ブロック

男子団体組手 男子団体組手 女子団体組手 女子団体組手

決勝トーナメント 決勝トーナメント 決勝トーナメント 決勝トーナメント

準決勝戦①まで 準決勝戦②まで 準決勝戦①まで 準決勝戦②まで

男女団体組手

決勝トーナメント

決勝戦

閉会式

12:00～

昼休み

第1ブロック13:00～

16:00～

15:00～

第2ブロック 第3ブロック 第4ブロック

9:30～

第6ブロック 第8ブロック第5ブロック

12:15～

第7ブロック

15:00～
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氏　名 所属 氏　名 所属

1 高橋　晴久 静岡北　※ 22 竹中　達哉 東北学院

2 藤江　辰徳 埼玉栄 23 辺見　和也 日本大学明誠

3 蚊野　顕佳 世田谷学園 24 森　昭二郎 熊本マリスト

4 宮本　康弘 茨城県立岩井　※ 25 益田　史郎 東洋大学附属牛久

5 桜井　一雄 拓殖大学紅陵 26 奈佐　有記 保善

6 田所　友紀 新川　※ 27 牛坂　洋之 中新田　※

7 福田　秀峰 錦城 28 本間　大造 学法福島

氏　名 所属 氏　名 所属

8 益子さとみ 関東第一　※ 29 横田　和浩 天童

9 岡　　一仁 青森北 30 森松　浩毅 大阪学芸

10 西野　　徹 麗澤 31 藤田　寿治 富山県立上市

11 日吉　伸孝 九州学院 32 日下　修次 日本大学鶴ヶ丘

12 中村　大介 富山県立上市 33 佐藤　祐香 帝京

13 秋山　光世 花咲徳栄 34 和地　淳悦 石巻市立女子　※

14 花田　好浩 柏日体 35 来代　裕子 立野

氏　名 所属 氏　名 所属

15 細矢　真人 御殿場西　※ 36 樋口　大樹 日本航空

16 野口　　章 古河第一　※ 37 藤岡　映里 角田

17 森　　　　裕 東北工業大学 38 笠原　鉄平 松商学園

18 細貝　武司 国士舘　※ 39 太田　憲宏 光明学園相模原

19 橋場　要一 横浜創学館 40 酒田　敏弘 能代商業

20 西村　　健 宮城県水産 41 新山恵里波 聖和学園　※

21 今井　謙一 浪速 42 日下田哲郎 水戸女子

Cコート Fコート

DコートAコート

Bコート Eコート

コート係員
記　録・進　行 掲　示・連　絡

A

B

D

C

E

F

坂籐清太郎 静岡北高校・新川高校　他

山田　照彦 関東第一高校・花咲徳栄高校　 他

舘野　一輝 御殿場西高校・国士舘高校　 他

伊藤　謙 東洋大牛久高校・保善高校　    他

丹羽　雄大 御殿場西高校・新川高校・石巻市立女子高校・古河第一高校・他

小出　輝 光明学園相模原高校・拓殖大学紅陵高校・聖和学園高校・他

－ 8 －

※掲示係については、上記学校の部員を中心に、次に試合を控えた出場校より 2 名ずつ配置し

てください。

審判員名簿
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※印は国士舘大学 OB



1 県立青森北 (青森) 22 拓殖大学紅陵 (千葉)
2 天童 (山形) 23 麗澤 (  〃 )
3 能代市立能代商業 (秋田) 24 柏日体 (  〃 )
4 宮城県水産 (宮城) 25 花咲徳栄 (埼玉)
5 東北学院 ( 〃  ) 26 埼玉栄 (  〃 )
6 角田 ( 〃  ) 27 古河第一 (茨城)
7 東北工業大学 ( 〃  ) 28 岩井 (  〃 )
8 中新田 ( 〃  ) 29 水戸女子 (  〃 )
9 石巻市立女子 ( 〃  ) 30 東洋大学附属牛久 (  〃 )
10 聖和学園 ( 〃  ) 31 日本大学明誠 (山梨)
11 学法福島 (福島) 32 日本航空 (  〃 )
12 世田谷学園 (東京) 33 御殿場西 (静岡)
13 錦城 ( 〃  ) 34 静岡北 (  〃 )
14 国士舘 ( 〃  ) 35 新川 (富山)
15 関東第一 ( 〃  ) 36 上市 (  〃 )
16 保善 ( 〃  ) 37 松商学園 (長野)
17 日本大学鶴ヶ丘 ( 〃  ) 38 大阪学芸 (大阪)
18 帝京 ( 〃  ) 39 浪速 (  〃 )
19 立野 (神奈川) 40 熊本マリスト (熊本)
20 横浜創学館 ( 　〃   ) 41 九州学院 (  〃 )
21 光明学園相模原 (　〃   )

全41校

参加高校一覧
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団体戦　予選リーグ　Aコート

※上位 1 校が決勝トーナメント進出

－ 10 －

　

予
選
リ
ー
グ　

Ａ
コ
ー
ト

　

男
子
１
・
５
ブ
ロ
ッ
ク

世田谷学園 静岡北 埼玉栄 角田 岩井

世田谷学園 1 6 9 3

静岡北 4 7 10

埼玉栄 2 8

角田 5

岩井

拓殖大学紅
陵

光明学園
相模原

錦城 新川

拓殖大学紅
陵

1 5 3

光明学園
相模原

4 6

錦城 2

新川

男子　第1ブロック

男子　第5ブロック



柏日体 大阪学芸 松商学園 関東第一 県立青森北

柏日体 1 6 9 3

大阪学芸 4 7 10

松商学園 2 8

関東第一 5

県立青森北

麗澤 九州学院 上市 花咲徳栄

麗澤 1 5 3

九州学院 4 6

上市 2

花咲徳栄

男子　第2ブロック

男子　第6ブロック

団体戦　予選リーグ　Bコート

※上位 1 校が決勝トーナメント進出
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御殿場西 古河第一
東北工業大

学
国士舘 立野

御殿場西 1 6 9 3

古河第一 4 7 10

東北工業大学 2 8

国士舘 5

立野

横浜創学館 天童 宮城県水産 浪速

横浜創学館 1 5 3

天童 4 6

宮城県水産 2

浪速

男子　第3ブロック

男子　第7ブロック

団体戦　予選リーグ　Cコート

※上位 1 校が決勝トーナメント進出
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東北学院
日本大学明

誠
熊本マリスト

東洋大学
附属牛久

保善

東北学院 1 6 9 3

日本大学明
誠

4 7 10

熊本マリスト 2 8

東洋大学
附属牛久

5

保善

日本航空 中新田
日本大学
鶴ヶ丘

学法福島

日本航空 1 5 3

中新田 4 6

日本大学
鶴ヶ丘

2

学法福島

男子　第8ブロック

男子　第4ブロック

団体戦　予選リーグ　Dコート

※上位 1 校が決勝トーナメント進出

－ 13 －

　

予
選
リ
ー
グ　

Ｄ
コ
ー
ト

　

男
子
４
・
８
ブ
ロ
ッ
ク



柏日体 天童 大阪学芸 御殿場西 新川
日本大学
鶴ヶ丘

柏日体 1 3 御殿場西 1 3

天童 2 新川 2

大阪学芸 日本大学鶴ヶ丘

東洋大学附
属牛久

上市 帝京
石巻市立
女子

立野 古河第一 九州学院

東洋大学附
属牛久

1 3
石巻市立
女子

1 5 3

上市 2 立野 4 6

帝京 古河第一 2

九州学院

女子　第1ブロック 女子　第2ブロック

女子　第5ブロック 女子　第6ブロック

団体戦　予選リーグ　Eコート

※上位 1 校が決勝トーナメント進出

－ 14 －

　

予
選
リ
ー
グ　

Ｅ
コ
ー
ト

　

女
子
１
・
２
・
５
・
６
ブ
ロ
ッ
ク



錦城 日本航空 角田 横浜創学館
能代市立
能代商業

拓殖大学
紅陵

錦城 1 3 横浜創学館 1 3

日本航空 2
能代市立
能代商業

2

角田
拓殖大学
紅陵

松商学園 県立青森北
光明学園
相模原

聖和学園 水戸女子 花咲徳栄

松商学園 1 3 聖和学園 1 3

県立青森北 2 水戸女子 2

光明学園
相模原

花咲徳栄

女子　第3ブロック 女子　第4ブロック

女子　第7ブロック 女子　第8ブロック

団体戦　予選リーグ　Fコート

※上位１校が決勝トーナメント進出

－ 15 －

　

予
選
リ
ー
グ　

Ｆ
コ
ー
ト

　

女
子
３
・
４
・
７
・
８
ブ
ロ
ッ
ク
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C-2 E-1

E-9

C-10

C-3 E-2

E-13

C-14

C-4 E-3

C-11 E-10

C-5 E-4

E-15

C-16

C-6 E-5

C-12 E-11

C-7 E-6

C-15 E-14

C-8 E-7

C-13 E-12

C-9 E-8

C-17 E-16

C-1

F-1

D-1 F-9

D-9 F-2

D-2 F-13

D-13 F-3

D-3 F-10

D-10 F-4

D-4 F-15

F-5

D-5 D-15 F-11

D-11 F-6

D-6 F-14

D-14 F-7

D-7 F-12

D-12 F-8

D-8

2 (熊本マリスト)

安部　智彦 (保善)

草間　潤哉 (静岡北) 65

(浪速)

62

(学法福島)

33 渾川　祐哉 (松商学園)

(天童)森山　凌

32 古屋　大輔

寺島　勝太 (県立青森北)

63

31

60

30 中山　滝将 (拓殖大学紅陵)

森戸　考央 (麗澤)

61

29 阿部　大智 (宮城県水産)

山田　颯

(東北工業大学)

58

(古河第一)

59小原　大輝

(東北工業大学)

28 小倉　勇誠 (新川)

丸山　真児27

(世田谷学園)

工藤　開

(拓殖大学紅陵)

56

26 丸山　大樹 (東洋大学附属牛久)

三澤　知史 (東北学院)

高橋　諒介

55

57

25 竹村　優斗 (県立岩井)

山田　裕士24

(九州学院)

54

22

中村　大貴

(保善)

石塚将也 (花咲徳栄)

23 三島　匡平 (大阪学芸)

橋本　康平

51

21 鳴島　由貴 (世田谷学園)

根岸　哲也 (横浜創学館) 52

5320 槙　唯人　 (天童)

山田　章史18 平林　宏太 (静岡北)

49

19 猪股　稜 (横浜創学館)

秋山　龍一 (御殿場西) 50

(新川)

太田翔一郎

(花咲徳栄) 47

17 高山　智史 (関東第一)

渋谷　洋輔

(光明学園相模原)

(中新田) 48

16 能登　一摩 (県立青森北)
A-25

(松商学園)

15 角金　諒翼 (柏日体)

中島　啓太

14 津田　賢弥 (県立上市) 菊地　大和

篠崎　裕介 (県立岩井)

43

13 阿部　匠 (中新田)

大畑　絢仁郎

46

12 佃　直樹 (光明学園相模原)

44

45

(大阪学芸)

(柏日体)

(宮城県水産)井上　弘樹

矢吹　直也 (学法福島) 41

9

石野　弘康 (浪速)

神田　拓也 42

11

40

10 中川　靖啓 (東北学院)

(宮城県角田)

大塚　一輝 (国士舘)

関根　凌也 (日本大学明誠) 手塚　達哉

8 石本　圭祐 (宮城県角田)

稲澤　拡

7

39

菊川　樹 (日本大学鶴ヶ丘) 37

(東洋大学附属牛久) 38工藤　尚哉

(県立上市)

柳澤　佑希

5

36(日本大学明誠)

宇田川　智志 (関東第一) 34

4 中野　瑞紀 (九州学院)

3

坂田　凛太郎

64

(立野)猪瀬　雄大

伊藤　聖矢

1 杉山　侑史 (御殿場西)

6 馬渕　勇翔

大塚　一輝 (国士舘)

(立野) 35

山下　大希

中川　大資 (熊本マリスト)

(日本大学鶴ヶ丘)

(古河第一)

男子個人組手

※番号の若い方が赤

　

男
子
個
人
組
手



女子個人組手

A-9 B-9

A-1 B-1

A-17 B-17

A-2 B-2

A-10 B-10

A-21 B-21

A-11 B-11

A-3 B-3

A-18 B-18

A-4 B-4

A-12 B-12

A-23 B-23

A-13 B-13

A-5 B-5

A-19 B-19

A-6 B-6

A-14 B-14

A-22 B-22

A-15 B-15

A-7 B-7

A-20 B-20

A-8 B-8

A-16 B-16
(大阪学芸) 47

24 川本　ひかり (立野) 後藤　葵 (石巻市立女子) 48

23 長谷川　苑香 (水戸女子) 小泉　咲蘭

(九州学院) 45

22 横田　唯 (松商学園) 井田　渚 (松商学園) 46

21 鳥谷部　利奈 (県立青森北) 川上　真莉奈

(県立岩井) 43

20 菊池　希 (宮城県角田) 山田　沙羅 (帝京) 44

19 染谷　真有美 (花咲徳栄) 秋葉　直美

(光明学園相模原) 41

18 岡田　千穂 (柏日体) 浅野　翔子 (古河第一) 42

17 畠山　穂風 (能代市立能代商業) 佐野　まどか

(能代市立能代商業) 39

16 渡辺　佳那子 (新川) 伊田　楓 (新川) 40

15 鈴木　七海 (中新田) 相馬　加椰

(御殿場西) 37

14 遠山　優香 (日本大学鶴ヶ丘) 鈴木　愛乃 (拓殖大学紅陵) 38

13 新妻　芽恵 (聖和学園) 勝亦　若菜
A-24

(県立青森北) 35

12 藤田　侑希 (石巻市立女子) 江島　亜紀子 (立野） 36

11 宮崎　陽香 (拓殖大学紅陵) 成田　泰葉

(東洋大学附属牛久) 33

10 芳賀　凪 (横浜創学館) 安井　愛佳 (県立上市) 34

9 今野　桃 (天童) 藤沼　奈那

(天童) 31

8 松本　めぐみ (九州学院) 木村　ひかり (光明学園相模原) 32

7 草野　郁実 (古河第一) 奥山　優衣

(横浜創学館) 29

6 籾山　惟 (東洋大学附属牛久) 多田野　彩香 (柏日体) 30

5 内生蔵　奈々 (県立上市) 千葉　友花理

(花咲徳栄) 27

4 樹下　稀衣 (大阪学芸) 美濃部　彩加 (日本大学鶴ヶ丘) 28

3 鼓　莉奈 (帝京) 折原　萌美

(聖和学園) 25

2 加藤　胡桃 (宮城県角田) 關　紅音 (水戸女子) 26

1 抜井　菜美 (御殿場西) 武川　樹吏

※番号の若い方が赤

－ 17 －

　

女
子
個
人
組
手



－ 18 －

Dブロック1位

Cブロック2位

7 Aブロック2位

8 Bブロック1位

4 Bブロック1位

Dブロック1位

1 Aブロック1位

2 Dブロック2位

3 Bブロック2位

4

男子団体組手決勝トーナメント

6

女子団体組手決勝トーナメント

Aブロック1位

2

3 Cブロック1位

Cブロック1位

1

5

男子団体組手決勝トーナメント

女子団体組手決勝トーナメント

Dブロック1位

Cブロック2位

7 Aブロック2位

8 Bブロック1位

4 Bブロック1位

Dブロック1位

1 Aブロック1位

2 Dブロック2位

3 Bブロック2位

4

男子団体組手決勝トーナメント

6

女子団体組手決勝トーナメント

Aブロック1位

2

3 Cブロック1位

Cブロック1位

1

5

C コート

C コート

D コート

D コート

C コート

A コート

D コート

　

団
体
戦　

決
勝

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

E コート

E コート

F コート

F コート

E コート

A コート

F コート

※予選リーグ全試合終了後、本部席にて抽選を行う。



第三回大会（2001 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

組
　
　
　
手

拓大紅陵
（千葉）
高崎工業
（群馬）
東北工大
（宮城）

高崎商大附
（群馬）
土浦日大
（茨城）

常葉学園菊川
（静岡）

平山　真也
（望星）

下山　勇志
（高崎工業）
青柳　隼康

（拓大紅陵）

前嶋小百合
（土浦日大）
新山恵里波

（学法福島）
滝本明日香

（土浦日大）

第二回大会（2000 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

組
　
　
　
手

拓大紅陵
（千葉）
御殿場西
（静岡）
松商学園
（長野）

常葉学園菊川
（静岡）
渋川女子
（群馬）

幕張
（千葉）

小笠原大晃
（御殿場西）
中谷　剛之
（新川）

田村　　暖
（拓大紅陵）

樗澤　里美
（幕張）

今井　絢香
（高崎商大附）

佐藤　玲子
（光明学園）

第一回大会（1999 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

組
　
　
　
手

静岡北
（静岡）

常葉学園菊川
（静岡）
松商学園
（長野）

渋川女子
（群馬）

常葉学園菊川
（静岡）
深谷第一
（埼玉）

尾形　　秀
（光明学園）
宮下　夏樹

（光明学園）
細貝　武司
（国士舘）

水野　庸子
（幕張）

新　　真純
（深谷第一）
山脇　広海

（深谷第一）

栄　光　の　記　録

－ 19 －

第四回大会（2002 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

組
　
　
　
手

浜松開誠館
（静岡）
土浦日大
（茨城）
宮城水産
（宮城）

山手学院
（神奈川）
高崎商大附
（群馬）
花咲徳栄
（埼玉）

鈴木　聡壘
（浜松開誠館）

福田　将大
（望星）

扇　　裕臣
（御殿場西）

新井　彩可
（高崎商大附）

堀江　法子
（水戸商業）
稲田　優貴

（花咲徳栄）



第八回大会（2006 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

宮崎第一
（宮崎）

横浜創学館
（神奈川）
拓大紅陵
（千葉）

浪速
（大阪）

御殿場西
（静岡）

浜松開誠館
（静岡）
宮崎第一
（宮崎）
花咲徳栄
（埼玉）

栗田　雄介
（御殿場西）
阿久津昴平

（拓大紅陵）
中村　豪秀

( 世田谷学園 )
宮本　大希

（宮崎第一）

宮本　優
（宮崎第一）
小久保　楓

（花咲徳栄）
葛西美由紀

（御殿場西）
鈴木ゆかり

( 浜松開誠館 )

第七回大会（2005 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

御殿場西
（静岡）
拓大紅陵
（千葉）
作新学院
（栃木）

浜松開誠館
（静岡）

宮崎第一
（宮崎）
拓大紅陵
（千葉）

浜松開誠館
（静岡）
花咲徳栄
（埼玉）

長田　繁洋
（拓大紅陵）
仁木　翔斗

（作新学院）
中瀬　正明
（新川）
砂谷佳助

（宮城水産）

北村　友希
（宮崎第一）

宮本　優
（宮崎第一）
石塚明日美

（男鹿工業）
椎名　舞

（拓大紅陵）

第六回大会（2004 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

御殿場西
（静岡）
常葉菊川
（静岡）

新川
（富山）
拓大紅陵
（千葉）

御殿場西
（静岡）

高崎商大附
（群馬）
常葉菊川
（静岡）
拓大紅陵
（千葉）

小島　準平
（拓大紅陵）
山本　淳平

（常葉菊川）
鈴木　公隆

（常葉菊川）
小川　徹
（新川）

藤井梨絵
（幕張）

石躍　友梨
（御殿場西）
遠藤由貴菜

（御殿場西）
鈴木　杏奈
（幕張）

第五回大会（2003 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

組
　
　
　
手

拓大紅陵
（千葉）

世田谷学園
（東京）
宮城水産
（宮城）

御殿場西
（静岡）
水戸商業
（茨城）

高崎商大附
（群馬）

蚊野　准弥
（世田谷学園）

岡田　達宜
（御殿場西）
野口　真央

（東北工大）

新井　彩可
（高崎商大附）

永平　悠
（洛陽総合）
菊池　裕美

（水戸商業）

－ 20 －



第十一回大会（2009 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

世田谷学園
（東京）

横浜創学館
（神奈川）
拓大紅陵
（千葉）

東洋大牛久
（茨城）

御殿場西
（静岡）
花咲徳栄
（埼玉）
石巻女子
（宮城）
光明学園

（神奈川）

須田　芳宏
（御殿場西）
丸山　政宏

( 世田谷学園 )
久保田　隼哉
（拓大紅陵）
栗原　一嘉

（御殿場西）

廣瀬　まり
（光明学園）
五明　真実子
（光明学園）
佐藤　紗千恵
（石巻女子）
酒井　香帆
（帝　京）

第十回大会（2008 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

世田谷学園
（東京）
拓大紅陵
（千葉）
御殿場西
（静岡）
作新学院
（栃木）

御殿場西
（静岡）
光明学園

（神奈川）
花咲徳栄
（埼玉）
水戸女子
（茨城）

清水　良介
( 世田谷学園 )

佐藤　裕也
（花咲徳栄）
川崎　紘輝

（御殿場西）
永田　大貴

（燕）

五明　真実子
（光明学園）
三村　桃子

（光明学園）
木原　明日香
（常葉菊川）
江藤　由真

（宮崎第一）

第九回大会（2007 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

世田谷学園
（東京）
御殿場西
（静岡）
常葉菊川
（静岡）
作新学院
（栃木）

御殿場西
（静岡）
拓大紅陵
（千葉）

横浜創学館
（神奈川）
光明学園

（神奈川）

川崎　紘輝
（御殿場西）
相良　成亮

（花咲徳栄）
大石　拓哉

( 東洋大牛久 )
染谷　隆嘉

( 東洋大牛久 )

藤田　理絵
（浜松開誠館）

赤井　希
（御殿場西）
押鐘　優美

（松商学園）
江藤　由真

（宮崎第一）
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第十二回大会（2010 年）

種　目 男子団体 女子団体 男子個人 女子個人

１位

２位

３位

３位

組
　
　
　
手

世田谷学園
（東京）
日本航空
（山梨）

浪速
（大阪）
御殿場西
（静岡）

御殿場西
（静岡）
花咲徳栄
（埼玉）
柏日体

（千葉）
拓大紅陵
（千葉）

志村　啓輔
（保善）

鈴木　千尋
（横浜創学館）

森　圭太郎
（水戸商業）
高木　飛呂

（東洋大牛久）

藁科　絵梨花
（御殿場西）
菅原　真琴

（石巻女子）
植草　　歩
（柏日体）
竹井美都樹

（光明学園）
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※主審は競技中断を宣告後、定位置に戻ってから意思を表示する。それと同時に、副審は再度意思を表示する。
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防

中段蹴り 上段蹴り、又は転倒した相手へ
の有効（突き）技

( 転倒とは、背中が床についた状
態。自ら転倒した場合も含む。)

上段突き・中段突き・打ち技

【主なペナルティ行為】



★世田谷キャンパス　担当　大木　陽悦（第 14 期ＯＢ）
　〒 154 ｰ 0023 東京都世田谷区若林 4 ｰ 31 ｰ 10　( 連絡先 ) ℡ 090 ｰ 3007 ｰ 0686

★町田キャンパス　　担当　川口　雄大（第 16 期ＯＢ）
　〒 195 ｰ 8550 東京都町田市広袴 1 ｰ 1 ｰ 1　　　( 連絡先 ) ℡ 090 ｰ 6517 ｰ 0815

★多摩キャンパス　　担当　亀山　　歩（第 38 期ＯＢ）
　〒 205 ｰ 8515 東京都多摩市永山 7 ｰ 3 ｰ 1　　　( 連絡先 ) ℡ 090 ｰ 6147 ｰ 8913

国士舘大学では、武道の公開講座として「空手道」の講座を実施しています。
募集時期は、春期 (4 月 )・秋期 (9 月 )・冬期 (1 月 ) です。詳しくは、各キャンパス担当者まで。　
※世田谷は、春期のみ。

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会
――　選手みんな、がんばれ！　――

生涯学習センター【アカデミア国士舘】　公開講座「空手道」
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祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会
――　選手皆様のご健闘をお祈りいたします　――

※お知らせ：
平成２３年度から、本学体育学部武道学科に空手道 (･ 諸武道 ) 専攻コースが、設置されます。
入学希望者を募集中です。

［空手道場所在地］
〒 154 ｰ 0023 東京都世田谷区若林 4 ｰ 31 ｰ 10　℡ 03 ｰ 3487 ｰ 1915
TEL:03-5451-1921　FAX:03-5451-1922  e-mail：yohki@kokushikan.ac.jp（監督　大木）

国士舘大学空手道部
ＯＢ会会長　堺　　　亜　琉　後援会会長　尾　崎　教　弘
父母会会長　西　木　　　勇
部　　　長　角　田　直　也　師　　　範　山　本　英　雄
監　　　督　大　木　陽　悦

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

（第８期 OB）



－ 26 －

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

（第６期 OB）

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

選手たちの活躍を応援します
井上派糸東流慶心会 岡村道場

鳥取県鳥取市湖山町西１－ 692
TEL　0857-28-9671

代表　岡村行雄
（第６期ＯＢ）

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

がんばれ、高校生拳士！

伊奈國空塾
〒 300-2337　茨城県つくばみらい市矢井田 1370-18

TEL　0297-57-0586
代表　大迫紀文　　師範　古本哲雄（第４期ＯＢ）
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さがるな！　前へ出ろ！
ニシキ技研株式会社

東京都世田谷区上用賀 4-34-1
TEL　03-5426-9376　FAX　03-5426-9375

代表取締役　長谷川主一
（第 19 期 OB）

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

選手諸君、空手を極めろ！
株式会社 山本硝子建材

〒 708-0006　岡山県津山市小田中 2224 番地 
TEL　0868-22-7671　FAX　0868-22-7679

代表取締役社長　山本英雄（第 12 期ＯＢ）

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

とにかく、安心して練習しろ！

有限会社 ガーンズカンパニー
東京都 新宿区 新宿 2 丁目 13-10　TEL　03-3358-7788

代表取締役社長　飯田隆男（第 17 期ＯＢ）

保険代理店



株式会社　楓門社
東京都新宿区三栄町 8-37　四ツ谷ビジネスガーデン２階

TEL　03-3358-2036　FAX　03-3358-1954
E-mail：karate@fumonsha.co.jp

代表　小池勝
（第 22 期 OB）

チャンスは前にしかないぞ！
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指導員　西木健（第 26 期ОＢ）　代表　町田直和（第 32 期ОＢ）

さあ、帰ったら焼き肉だ！
美味しいお肉をリーズナブルに

焼き肉　清左ヱ門
〒 289-1326 千葉県山武市成東 113-4
TEL　0475-80-2929 代表　鈴木　聡

（第 40 期 OB）

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

祝　第 13 回　松陰杯争奪高等学校空手道大会

決して後ろは振り返るな！
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組手用新素材！！


